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学
年

ア ⽔に慣れる遊びでは，⽔につかったり移動
したりすること。
イ 浮く・もぐる遊びでは，⽔に浮いたりも
ぐったり，⽔中で息を吐いたりすること。
ア ⽔の中を移動する運動遊びでは，⽔につ
かって歩いたり走ったりすること。
イ もぐる・浮く運動遊びでは，息を止めたり
吐いたりしながら，⽔にもぐったり浮いたりす
ること。ア 浮く運動では，いろいろな浮き⽅やけ伸び
をすること。
イ 泳ぐ運動では，補助具を使ってのキックや
ストローク，呼吸をしながらの初歩的な泳ぎを
ア 浮いて進む運動では，け伸びや初歩的な泳
ぎをすること。

イ もぐる・浮く運動では，息を止めたり吐い
たりしながら，いろいろなもぐり⽅や浮き⽅を
すること。
ア クロールでは，続けて⻑く泳ぐこと。

イ 平泳ぎでは，続けて⻑く泳ぐこと。

ア クロールでは，手や足の動きに呼吸を合わ
せて続けて⻑く泳ぐこと。

イ 平泳ぎでは，手や足の動きに呼吸を合わせ
て続けて⻑く泳ぐこと。

ウ 安全確保につながる運動では，背浮きや浮
き沈みをしながら続けて長く浮くこと。

⾼
学
年

「Ｄ⽔遊び」及び「Ｄ⽔泳運動」
の指導については，適切な⽔泳場
の確保が困難な場合にはこれらを
取り扱わないことができるが，こ
れらの⼼得については，必ず取り
上げること。

⾃然との関わりの深い雪遊び，氷
上遊び，スキー，スケート，⽔辺
活動などの指導については，学校
や地域の実態に応じて積極的に⾏
うことに留意すること。

新

新

次の運動の楽しさや喜
びを味わい，その行い
方を理解するととも
に，その技能を⾝に付
けること。

新

内容の「Ｄ⽔泳運動」の(1)の
ア及びイについては，⽔中か
らのスタートを指導するもの
とする。また，学校の実態に
応じて背泳ぎを加えて指導す
ることができる。

新

次の運動遊びの楽しさ
に触れ，その行い方を
知るとともに，その動
きを身に付けること。

次の運動の楽しさや喜
びに触れ，その行い方
を知るとともに，その
動きを身に付けるこ
と。

現
⾏

内容の「D⽔泳」の（1）につ
いては，⽔中からのスタート
を指導するものとする。ま
た，学校の実態に応じて背泳
ぎを加えて指導することがで
きる。

内容の取り扱い 指導計画の作成と内容の取扱い

「D⽔遊び」，「D浮く・泳ぐ運
動」及び「D⽔泳」の指導につい
ては，適切な⽔泳場の確保が困難
な場合にはこれらを取り扱わない
ことができるが，これらの⼼得に
ついては，必ず取り上げること。

⾃然とのかかわりの深い雪遊び，
氷上遊び，スキー，スケート，⽔
辺活動などの指導については，地
域や学校の実態に応じて積極的に
⾏うことに留意すること。

現
⾏

現
⾏

新

現
⾏

新

現
⾏

運動に進んで取り組み，助け合っ
て⽔泳をしたり，⽔泳の⼼得を
守って安全に気を配ったりするこ
とができるようにする。

現
⾏

現
⾏

⾃⼰の能⼒に適した課題の解
決の仕⽅や記録への挑戦の仕
⽅を⼯夫できるようにする。

低
学
年

態度

現
⾏

新

運動に進んで取り組み，仲よく運
動をしたり，⽔遊びの⼼得を守っ
て安全に気を付けたりすることが
できるようにする。
運動遊びに進んで取り組み，順番
やきまりを守り誰とでも仲よく運
動をしたり，⽔遊びの⼼得を守っ
て安全に気を付けたりすること。

技能 思考・判断

現
⾏

⽔中での簡単な遊び⽅を⼯夫
できるようにする。

新

⽔の中を移動したり，もぐっ
たり浮いたりする簡単な遊び
⽅を⼯夫するとともに，考え
たことを友達に伝えること。

次の運動を楽しく⾏
い，その動きができる
ようにする。

現
⾏

新

⾃⼰の能⼒に適した課題の解
決の仕⽅や記録への挑戦の仕
⽅を⼯夫するとともに，自己
や仲間の考えたことを他者に

伝えること。

運動に積極的に取り組み，約束を
守り助け合って運動をしたり，仲
間の考えや取組を認めたり，⽔泳
運動の⼼得を守って安全に気を
配ったりすること。

中
学
年

現
⾏

⾃⼰の能⼒に適した課題をも
ち，動きを⾝に付けるための
活動を⼯夫できるようにす
る。

現
⾏

運動に進んで取り組み，仲よく運
動をしたり，浮く・泳ぐ運動の⼼
得を守って安全に気を付けたりす
ることができるようにする。

新

⾃⼰の能⼒に適した課題を見
付け，水の中での動きを⾝に
付けるための活動を⼯夫する
とともに，考えたことを友達
に伝えること。

新

運動に進んで取り組み，きまりを
守り誰とでも仲よく運動をした
り，友達の考えを認めたり，⽔泳
運動の⼼得を守って安全に気を付
けたりすること。

次の運動を楽しく⾏
い，その動きができる
ようにする。

現
⾏

次の運動の楽しさや喜
びに触れ，その技能を
⾝に付けることができ
るようにする。

新 新


